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はじめに

本研究は、戦後沖縄に出現し、本土復帰した現在なお利用され続けている米

軍向け民間貸住宅(本文では以下外人住宅と略称〉を研究対象としているので

あるが、今日次第に減少しつつある外人住宅については、これ迄のまとまった

調査研究がなされていない事から現時点での記録の必要性、並びに建築史的視

点から外人住宅の発生と展開の経緯、そして意匠的視点から設計内容について

の解明の必要性を感じ研究を行ったものである。

この外人住宅は、一般にコンクリートスラプのフラットルーフで単純な形態

の箱型平屋建てであり、かつ殆どが同じ様な形態で、外人住宅といえば地元で

は一種独特のスタイルを持った住宅様式として知られている。今日の生活水準

からすれば、特別な内容とはL、えないが、その発生した1950年代後半から最

盛期の60年代前半にかけての時代背景からすれば、当時の地元住民にとって外

人住宅は洋式近代化の最先端を行く一種の「進歩の象徴」そのものともいえる

ものであった。 50年代初めから大規模な軍工事に伴う鉄筋コンクリート造、コ

ンクリートプロック造による建設、そしてこれらの建設を大量に行うことを可

能にした大型建設機械による新しい建設技術の導入が行われた。こうした急激

な変化の中で外人住宅は、地元の業者によってこうした技術を地元の様々な状

況、例えば経済性、技術者の技能等々の制約の中で作り出された特異な建築的

現象のーっとして捉えることができる。 60年代は、一般の民間住宅でも次第に

木造からコンクリート造に移行する時期に当り、外人住宅の建設はそれらに若

干先行するものであった。

そこで本研究では、地元業者によって1956年頃から建設が始まった戸建て

の外人住宅を対象として、外来の新しい技術を用いて十分に経済性のある住宅

を供給し得たという点に着目し、軍工事及び基地内住宅との関連を元に民間業

者による外人住宅の成立過程及びその民間住宅への影響を明らかにしようとす

るものである。外人住宅は、供給対象の主体が米軍の軍人軍属及びその家族と

いう点で特殊な住宅ではあるが、沖縄という亜熱帯性の気候条件と 60年代の

建設技術及び米軍統治下という時代背景の中で特異なスタイルを形成した住宅

として、またその後に続くコンクリート造地元民間住宅の先駆のーっとしてそ

の持つ意義は大きい。

研究方法としては、ヒアリングを主体とし、外人住宅業者は元より当時の住

宅建設に関わった設計士、施工業者、軍関係者、及び関連するその他の業者、

個人を対象として行った。また現存する住宅については、まとまった数の住宅

が地区を形成している所を中心に分布状況を調査し、併せて関係者から収集し

た図面、写真等の資料を元に考察を行った。
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外人住宅関連年表表-1 

社会一般事項

沖縄戦終結。
沖縄民政府創立。
ラサ台風コンセット兵舎多数倒壊。

建築関連事項年

1945 
1946 
1947 
1948 
1949 米国軍政府設立。グロリア台風。

1ドJレ=1 2 0 B円。
沖縄群島政府発足。
米国軍政府を米国民政府へ改称。
琉球臨時中央政府発足。
日米安全保障条約調印。
沖縄米国統治領となる。
群島政府解消。琉球政府発足。
民間貿易開始。

朝鮮休戦協定調印。
ニクソン米国副大統領来沖。
(沖縄恒久基地化宣言)
アイゼンハワー米国大統領沖縄基地
無期限保持声明。
グレイス台風。

工兵隊プロック工場建設
軍施設の国際入札。軍工事ブーム始まる。
この頃公共建築に木造赤瓦葺多数建設。
民間企業初のコンクリートプロック生産。
琉球復興金融基金設立。建材等輸入自由化。
米国民政府の沖縄住宅公社設立。
軍工事最盛期。
コンクリート、プロック造建築が政府民間
で促進。 RC造校舎出現。
公共建築にスチールのサッシ、ドア使用。
米軍 1号線道路(現国道 58号線)建設
発表。
琉球政府新庁舎落成。
建設業界不況。

在沖米陸軍地区工兵隊(DE)開設。

1950 

1952 

1951 

1953 

RC造校舎建設。
一、二級建築士資格選考。
那覇市建築確認申請制度発足。
沖縄建築士会設立。
沖縄建設業協会設立。
学校建築木造を廃して全て RC造へ。
この頃からスクリーンプロック製造。
那覇市若狭に初の RC造公営住宅。

1954 

1955 

替切貨通。へ
施
ル

実
ド

制
米

。
官
を

風
務
円

台
弁
B

マ
等
票

エ
高
軍この頃宜野湾市北前に外人住宅建設。

この頃から外人住宅ブーム。
ラワン等南方材輸入始まる。

1956 
1957 
1958 

エマ
琉球開発金融公社設立。
サラ台風。シャーロット台風。
台風。
日米安全保障条約調印。
アイゼンハワ一大統領来沖。
ドル防衛沖縄は除外。
キャラウェイ高等弁務官就任。

コンクリート造民間住宅急増。
宜野湾市大謝名一帯に外人住宅建設。
全沖縄貸住宅協会設立。
ブロック品質保全法。
軍側から外人住宅に対する点数制発表。
宜野湾市で建築確認申請制度発足。

1959 

1960 

1961 

ケネディ米大統領沖縄援助年間600
万ドルからし200万ドルに増。
キャラウェイ旋風。
在沖米軍ベトナム派兵本格化。
最低賃金制度実施。全産業一律時給
9セント。
ベトナム問題深刻化。
東京オリンピック。
米軍北爆開始。

この頃石川に外人住宅建設。
外人住宅の点数制実施。

生コン普及。

1962 

1963 

1964 

県産セメント生産始まる。
浦添市で建築確認申請制度発足。

1965 

台風16号宮古島全半壊家屋5，000棟。1968 
1969 
1970 
1972 沖縄本土復帰。
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'72年の沖縄返還協定決定。
新築住宅の9割が非木造。


